
第８回新機械振興賞きょう表彰式
　
機
械
振
興
協
会
が
主
催
す
る
「
第
８
回
新
機
械
振
興
賞
」
が
選
定
さ
れ
た
。
こ
の

賞
は
独
創
性
、
革
新
性
、
さ
ら
に
経
済
性
に
優
れ
た
機
械
工
業
技
術
に
関
わ
る
研
究

開
発
、
お
よ
び
そ
の
成
果
の
実
用
化
よ
り
機
械
工
業
技
術
の
進
歩
・
発
展
に
寄
与
し

た
企
業
や
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
。
今
年
度
は

件

う
ち
中
小
企
業
６
件

の
応
募

の
中
か
ら
経
済
産
業
大
臣
賞
１
件
、
中
小
企
業
庁
長
官
賞
１
件
、
機
械
振
興
協
会
会

長
賞
３
件
が
選
ば
れ
た
。
表
彰
式
は
き
ょ
う

時
か
ら
東
京
・
芝
公
園
の
東
京
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
る
。

庄
山
　
悦
彦
機
械
振
興
協
会
会
長

技術革新で経済に活力を

ごあいさつ
　
現
在
、
わ
が
国
機
械
工
業
に
は
技
術

革
新
を
通
じ
て
創
造
性
に
富
ん
だ
活
力

の
あ
る
経
済
産
業
社
会
の
実
現
に
向
け

先
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
財
団
法
人
機
械
振
興
協
会
で
は
、
優

秀
な
研
究
開
発
と
そ
の
成
果
の
実
用
化

に
よ
っ
て
わ
が
国
機
械
工
業
技
術
の
進

歩
発
展
に
著
し
く
寄
与
し
た
企
業
お
よ

び
研
究
開
発
担
当
者
を
表
彰
す
る
制
度

を
１
９
６
６

昭
和

年
度
以
来
実

施
し
て
お
り
ま
す
が
、
研
究
開
発
意
欲

の
一
層
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

平

成

年
度
に
従
来
の
機
械
振
興
協
会

賞
と
中
堅
中
小
企
業
新
機
械
開
発
賞
を

統
合
し
新
機
械
振
興
賞
を
創
設
い
た
し

ま
し
た
。

　
８
回
目
と
な
る
今
回
は
、
機
械
工
業

関
係
の
団
体
な
ど
か
ら

件
の
ご
推
薦

を
い
た
だ
き
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

技
術
の
独
創
性
お
よ
び
経
済
性
に
極
め

て
優
れ
た
５
件
の
表
彰
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
受
賞
者
各
位
の
こ
れ
ま
で
の
ご
努
力

に
対
し
て
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
輝
か
し
い
業

績
を
積
み
重
ね
ら
れ
、
機
械
工
業
の
振

興
に
寄
与
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。
ま
た
本
事
業
を
ご
援
助
下

さ
い
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

省
エ
ネ
小
型
低
圧
ダ
イ
カ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
デ
ン
ソ
ー
、
東
洋
機
械
金
属
、
宮
本
工
業
所

　
こ
の
電
動
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ

ン
は
、
圧
力
を
２
分
の
１
に
し

つ
つ
品
質
を
保
ち
、
な
お
か
つ

シ
ス
テ
ム
の
小
型
化
に
成
功
し

た
。

　
ま
ず
、
充
填
時
の
溶
湯
の
粘

性
抵
抗
を
下
げ
る
た
め
、
溶
解

炉
内
の
ア
ル
ミ
溶
湯
温
度
を
低

下
さ
せ
ず
に
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ

ン
に
注
ぎ
込
む
直
接
給
湯
技

術
、
ダ
イ
カ
ス
ト
マ
シ
ン
ス
リ

ー
ブ
の
加
温
技
術
を
開
発
。
こ

れ
に
よ
り
射
出
プ
ラ
ン
ジ
ャ
ー

の
加
圧
力
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
、
金
型
内
の
残
存

空
気
量
を
下
げ
、
背
圧
、
ガ
ス

巻
き
込
み
欠
陥
を
低
減
す
る
た

め
に
、
連
結
さ
れ
た
真
空
装
置

で
充
填
前
に
あ
ら
か
じ
め
金
型

内
部
を
排
気
し
、
減
圧
状
態
で

ダ
イ
カ
ス
ト
加
工
を
行
う
技
術

を
開
発
。

　
さ
ら
に
、
小
型
高
効
率
溶
解

炉
、
小
型
イ
ン
ラ
イ
ン
熱
処
理

炉
、
ク
イ
ッ
ク
段
取
り
シ

ス
テ
ム
を
開
発
、
シ
ス
テ

ム
全
体
の
大
き
さ
を
３
分

の
１
の
面
積
に
納
め
、
工

場
全
体
が
見
渡
せ
る
高
さ

１
・
８

に
統
一
。
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
も
従
来
の
５
分

の
２
に
抑
制
す
る
。
ダ
イ

カ
ス
ト
専
用
工
場
に
必
要

な
基
礎
工
事
な
ど
も
不
要

と
な
る
た
め
建
設
コ
ス
ト

も
削
減
で
き
る
。

新機械振興賞受賞企業の製品・技術

経
産
大
臣
賞
に
デ
ン
ソ
ー
な
ど
３
社
ア
ー
ル
イ
ン
バ
ー
サ
テ
ッ
ク
な
ど
中
小
企
業
庁
長
官
賞

廃
塩
ビ
壁
紙
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
ア
ー
ル
イ
ン
バ
ー
サ
テ
ッ
ク
、
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　
年
間

万

も
発
生
す
る
廃

塩
ビ
壁
紙
は
、
強
固
に
裏
打
ち

さ
れ
て
い
る
パ
ル
プ
分
と
の
分

離
が
困
難
な
た
め
、
大
半
が
焼

却
・
埋
立
処
分
さ
れ
て
い
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
確
立
が
急

務
と
さ
れ
て
お
り
、
受
賞
技
術

は
こ
れ
に
応
え
る
も
の
だ
。

　
前
処
理
と
し
て
約

角

に
細
分
化
後
、
高
速
か
つ
効
率

よ
く
微
粉
体
化
す
る
高
速
遠
心

叩
解
装
置

一
分
当
た
り
５
０

０
０
回
転

の
上
部
投
入
口
に

投
入
す
る
。
内
壁
の
抵
抗
体
の

衝
撃
も
加
わ
り
、
瞬
時
に
塩
ビ

粉
体
と
パ
ル
プ
繊
維
を
剥
離
す

る
こ
と
に
成
功
。

　
こ
の
両
者
が
混
在
し
た
粉
体

を
、
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
と
共
同
開
発
の
「
風

で
洗
う
」
新
手
法
で
分

離
。
複
数
連
結
し
た
タ
ワ

ー
型
の
装
置
内
で
適
度
な

風
力
を
加
え
、
衝
突
・
分

散
・
上
昇
・
下
降
を
繰
り

返
し
、
わ
ず
か
な
比
重
差

の
塩
ビ
粉
体
と
パ
ル
プ
を

そ
れ
ぞ
れ

％
以
上
の
精

度
で
回
収
す
る
。
「
叩

き
、
風
を
送
る
」
こ
と

で
、
薬
品
や
熱
に
よ
る
処

理
を
せ
ず
リ
サ
イ
ク
ル
を

可
能
に
し
た
。

独創・革新の研究開発で機械工業技術の発展に貢献
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新
機
械
振
興
賞
は
、
機
械

振
興
協
会
が
１
９
６
６
年
度

か
ら
実
施
し
た
「
機
械
振
興

協
会
賞
」
と
、

年
度
か
ら

実
施
し
た
「
中
堅
・
中
小
企

業
新
機
械
開
発
賞
」
を
統
合

し
た
表
彰
制
度
。
大
企
業
と

中
小
企
業
な
ど
の
技
術
を
対

等
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
わ

が
国
に
お
け
る
機
械
工
業
技

術
の
一
層
の
進
歩
、
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

年
度
の
統
合
後
、
８
回

目
を
数
え
る
今
回
、
新
機
械

振
興
賞
審
査
委
員
会

委
員

長

吉
川
弘
之
科
学
技
術
振

興
機
構
研
究
開
発
戦
略
セ
ン

タ
ー
長

に
よ
る
厳
正
な
審

査
の
上
、５
件
が
選
ば
れ
た
。

　
経
済
産
業
大
臣
賞
に
輝
い

た
の
は
デ
ン
ソ
ー
、
東
洋
機

械
金
属
、
宮
本
工
業
所
に
よ

る
「
省
エ
ネ
小
型
低
圧
ダ
イ

カ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
」
。

　
従
来
、
わ
が
国
の
ダ
イ
カ

ス
ト
シ
ス
テ
ム
は
、
大
型
設

備
の
中
で
高
品
質
化
と
大
量

生
産
・
コ
ス
ト
抑
制
を
図
っ

て
競
争
力
を
高
め
て
き
た
。

し
か
し
、
大
型
ゆ
え
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
が
し
に
く
く
、
金

属
を
溶
解
す
る
た
め
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
も
大
き
い
、
と
い
う

側
面
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
ダ
イ
カ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
は
、
加
工
プ
ロ
セ
ス
に
踏

み
込
み
、
鋳
巣
を
潰
す
た
め

に
圧
力
を
半
減
し
な
が
ら
従

来
と
同
等
の
品
質
を
得
ら

れ
、
小
型
化
に
も
成
功
し

た
。
品
質
の
良
否
判
定
が
で

き
る
自
工
程
集
中
監
視
シ
ス

テ
ム
、
小
型
高
効
率
溶
解

炉
、
小
型
イ
ン
ラ
イ
ン
熱
処

理
炉
な
ど
で
構
成
、
シ
ス
テ

ム
全
体
の
大
き
さ
は
従
来
の

３
分
の
１
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

も
５
分
の
２
に
。
既
に
国
内

外

台
の
設
備
が
稼
働
し
て

い
る
。
ダ
イ
カ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
の
従
来
の
概
念
を
書
き
換

え
る
可
能
性
の
あ
る
新
製
造

技
術
と
し
て
確
立
し
た
点
が

高
評
価
を
得
た
。

　
中
小
企
業
庁
長
官
賞
に
は

ア
ー
ル
イ
ン
バ
ー
サ
テ
ッ

ク
、
東
京
都
立
産
業
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
廃
塩

ビ
壁
紙
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
」
。
こ
れ
ま
で
は
塩
ビ
と

パ
ル
プ
の
分
離
の
難
し
さ
か

ら
、
塩
ビ
壁
紙
の
再
資
源
化

は
ま
ず
無
理
と
み
ら
れ
て
き

た
。
塩
ビ
壁
紙
廃
材
は
年
間

万

発
生
す
る
が
、
そ
の

大
部
分
が
焼
却
か
埋
め
立
て

処
分
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

　
そ
う
し
た
現
状
に
対
し
、

こ
の
技
術
は
切
る
・
ち
ぎ
る

・
む
し
る
・
削
る
と
い
っ
た

加
工
機
能
を
駆
使
し
て
塩
ビ

壁
紙
を

角
ほ
ど
の
小

片
に
す
る
前
処
理
装
置
と
、

塩
ビ
樹
脂
と
パ
ル
プ
を
分
離

す
る
高
速
遠
心
叩
解
装
置
に

こ
う
か
い

よ
る
微
粉
化
シ
ス
テ
ム
、
さ

ら
に
、
混
在
す
る
塩
ビ
樹
脂

と
パ
ル
プ
フ
ァ
イ
バ
ー
を
遠

心
力
や
気
流
を
利
用
し
て
分

離
す
る
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ

れ
る
。
不
可
能
と
思
わ
れ
て

い
た
両
素
材
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
可
能
に
し
た
点
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

　
機
械
振
興
協
会
会
長
賞
に

は
今
回
３
件
が
選
ば
れ
た
。

　
一
件
は
片
山
商
店
、
村
田

機
械
、
桑
村
繊
維
、
兵
庫
県

立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
「
多
柄
た
て
糸
準
備
シ
ス

テ
ム
」
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る

消
費
者
の
個
性
や
嗜
好
の
多

し
こ
う

様
化
を
背
景
に
、
繊
維
生
産

現
場
で
は
膨
大
な
数
の
織
物

の
試
作
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
高
コ
ス
ト
・
長
納
期
化
が

問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
柄
を

変
え
る
に
は
整
経

た
て
糸

を
並
べ
直
す

と
い
う
複
雑

な
作
業
が
必
要
と
な
る
が
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
１
回
の
段

取
り
で
複
数
柄
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
低
コ
ス
ト

・
短
納
期
を
実
現
。
こ
の
陰

に
は
確
実
に
糸
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
る
技
術
、
た
て
糸
整
経

工
程
で
糸
の
伸
長
差
に
よ
る

バ
ラ
つ
き
の
除
去
、
糊
付
け

の
り

工
程
に
必
須
の
５
段
畦
取
り

自
動
化
な
ど
の
技
術
の
確
立

が
あ
る
。

　
二
件
目
は
技
工
社
、
ア
ク

ト
の
「
自
動
路
面
描
画
装

置
」
。
従
来
人
が
行
う
道
路

路
面
に
標
示
す
る
文
字
・
記

号
な
ど
の
作
図
を
自
動
化
す

る
も
の
。

　
こ
れ
は
、
路
上
に
置
か
れ

た
２
本
の
基
準
ポ
ー
ル
に
路

面
描
画
装
置
か
ら
レ
ー
ザ
ー

を
照
射
、
距
離
と
角
度
で
自

身
の
自
己
位
置
を
認
識
、
作

図
エ
リ
ア
内
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー

タ
で
指
定
さ
れ
た
位
置
に
図

柄
を
作
図
す
る
。
広
範
囲
で

も
十
分
な
精
度
で
描
画
を
行

う
。
施
工
者
の
安
全
性
・
省

力
化
だ
け
で
な
く
、
海
外
へ

の
普
及
も
期
待
さ
れ
る
。

　
三
件
目
は
マ
ツ
ダ
「
瞬
時

起
動
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
」
。

　
こ
れ
ま
で
の
再
始
動
シ
ス

テ
ム
は
ス
タ
ー
タ
ー
モ
ー
タ

ー
の
み
を
活
用
し
て
お
り
、

再
始
動
ま
で
時
間
が
か
か
り

再
始
動
時
に
騒
音
が
発
生
す

る
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
エ
ン
ジ
ン

休
止
時
か
ら
エ
ン
ジ
ン
内
部

に
燃
料
を
直
接
噴
射
し
爆
発

さ
せ
る
燃
焼
始
動
式
を
採
用

し
、
筒
内
掃
気
制
御
、
ピ
ス

ト
ン
停
止
位
置
制
御
を
新
た

に
開
発
。
従
来
比
で
約
半
分

の
０
・

秒
で
エ
ン
ジ
ン
を

始
動
さ
せ
、
振
動
・
騒
音
も

大
幅
に
抑
制
。
導
入
半
年
間

で
国
内
で
１
万
７
０
０
０

台
、
欧
州
で
４
０
０
０
台
を

販
売
し
て
い
る
。


